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まつばらピアセンターは 2000 年（平成 12 年）10 月に開設されて以来、今年の 10 月で

15年になります。最初の頃はまだ試行錯誤だったのが、最近はすっかり軌道に乗り、視覚・聴

覚・肢体それぞれ障がい当事者のピアカウンセラーがサロンを開いたり、相談にのったり、当

事者グループを立ち上げるのを助けたり、いろいろと行えるようになりました。 

今回は、今までの当センターのあゆみを紹介します。 

 

◆まつばらピアセンター１５年の歩み 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2000 年（平成 12 年）10 月 設立！ 

2001 年（平成 13 年） 

11月 視覚障がい者のための 

ガーデニング講座 
2002 年（平成 14 年） 

3月 第1回合同ピア☆サ

ロン「ボイスドラマ・リズ

ム音楽の集い」 

  

2003 年（平成 15 年） 
6月 第1回聴覚障がい者茶話会 

   

4月 マッピー通信発行開始！ 

  

2004 年（平成 16 年） 

聴覚障がい者サロン 毎月１回開催

に 

2007 年（平成 19 年） 

2005 年（平成 17 年） 

11月 視覚障がい者対象 

ピアカウンセリング講座 

 

  3月 合同ピア☆サロン 

「馬とのふれあい交流ツアー」 

５～11月 社交ダンス 
（視覚障がい） 
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2015 年（平成 27 年） 

2011 年（平成 23 年） 

2008 年（平成 20 年） 

2009 年（平成 21 年） 

2010 年（平成 22 年） 

2011 年（平成 23 年） 

2012 年（平成 24 年） 

2013 年（平成 25 年） 

2014 年（平成 26 年） 

10月 合同ピア☆サロン 

「ピアカウンセリングって、なあに？」 

6月 合同ピア☆サロン 

「みんなでワイワイクッキー作り」 

11月 まつばらピアセンターの移転 

聴覚障がい者向け出張相談新設（毎月 1回）

要 

4 月 10 周年イベントバリアフリー

上映会＆茶話会「ウィニング・パス」 

7月 合同ピア☆サロン 

「手打ちうどんを作ろう！」 

7月 合同ピア☆サロン 

バリアフリー映画上映会「ゆずり葉」 

2月 障がい当事者の会ドリーム結成 

11月 合同ピア☆サロン 

バリアフリー映画上映会「夢を追いかけて」 

6 月 開設 15周年記念事業

合同ピア☆サロン「バーベキ

ューを楽しもう！」 

⇒次のページに掲載 

9月 合同ピア☆サロン 

「なるほどびっくり！防災の話」＆

「非常食ってどんな味？」 

10月 合同ピア☆サロン 

「ホットケーキを作ろう！」 

現 在 
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まつばらピアセンター15周年記念企画 

◆合同ピア☆サロン 外出交流会 （6月 20日） 

 

 

今回のピア☆サロンは、開設

15周年を記念し、ホテル・ロ

ッジ舞洲のバーベキューサイ

トを貸し切り、交流会を開催し

ました。左記の集合写真は担当

中西が撮影しました。担当中西

曰く「自分が写ってない」と

（笑）。梅雨の真っ只中。前日

も大雨でした。当日の天気はど

うなるのか・・！？ なっ、な

んと快晴。奇跡が舞い降りてき

ました。ピアカン大西曰く「私のおかげ」（どや顔）

と。 

バーベキューのお肉の量は少なかったという

ご意見が多かったですが、わいわい楽しくお

しゃべりしながら、美味しくいただきました。 

バーベキューを楽しんだあとは、併設のシー

サイドプロムナードで海岸をゆったり散策する

人もいれば、当日ゆり園もご近所で開催してい

たので、ちょっとそこまで足を伸ばす参加者も

いらっしゃいました。午後は少し暑かったかも

しれません。       （担当 中西） 

「舞洲でバーベキューを楽しもう〜」の報告 
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ピアセンター１５年を振り返って思うこと 
～開設 15周年おめでとうございます。～ 

 
平成１２年の事業開始から約９年間、事業担当

をさせていただきました。当時、お知り合いに

なった方々には、業務が変わった現在も、お声

をかけていただいたり、色々な場面でお世話に

なっています。ありがとうございます。 

(相談員 吉川 2000～2010) 

設立時からの昔の写真に、普段お世話になっ

ている方々のお顔が映っていてびっくりしま

した。私がピアセンターで働き始めてからわ

ずか５年ですので、私よりよっぽどピアセン

ターのことをご存じなのだろうなぁと思い、

頭が下がる思いです。みなさまのご協力で無

事１５年を迎えられたこと、改めて感謝申し

上げます。    (手話通訳 細井 2010～) 

私は、平成２２年４月に１０周年のバリアフリ

ー上映会を行ったときに担当者となりました。

早いもので６年が経ちます。障がい者を取り巻

く環境や法律もめまぐるしく変化している中、

日々ピアセンターも進化しています。これから

もみなさんと一緒にいろんなことを考え、歩ん

でまいります。  (相談員 中西 2010～) 

私は、開設から３年半くらい働かせていただき

ました。当時、ろうあ者の相談窓口はろうあ会

館や市役所の専従手話通訳者以外には、ほとん

どありませんでした。新しい相談窓口として地

元の役員と力を合わせ、ピアカウンセラーの内

容を作っていったことを覚えています。 

(聴覚障がいピアカウンセラー  

磯野 2000～2005) 

 （磯野 2000-2005） 

振り返るとあっという間の１５年間でした。

当初何から行えば良いか分からない中、サロ

ンやイベントを考えたり今となればとても懐

かしい時間でした。そして、一番嬉しく思う

ことは、参加者のみなさんと共に作り上げた

まつばらピアセンターだということです。引

き続きみなさんと共により一層、素敵なピア

センターを目指しましょう。 

(肢体障がいピアカウンセラー 根木 2000～)

木） 

この１５年間、ピアセンターでたくさんの仲

間と出会えたことは、私の人生の宝物となっ

ています。中でも印象に残っているのは、「ピ

アカウンセリング講座」。講座に定期的に関わ

る機会を持てたことで、仲間同士のサポート

の大切さを再確認できました。今まで支えて

くれたみなさんに感謝です！！ 

(視覚障がいピアカウンセラー 大西 2000～) 

２００５年から数年、聴覚障がいピアカウン

セラーとして関わらせていただきました。精

神的課題を抱えた聴覚障がい者が話し合える

場に、と活動したことが思い出となっていま

す。今後もますますのご活躍を祈念いたしま

す。 (聴覚障がいピアカウンセラー  

稲 2005～2007)                 

３人目の聴覚障がいピアカウンセラーとして

入って 7年目です。前任者が築き上げたものを

もとに、サロンや相談を進めてきました。印象

に残っているのは、「松原市聴覚障害者と共に

考える防災ネットワーク」が関係者のご協力で

立ち上がったことです。まつばらピアセンター

は、ほかの地域にない素晴らしさがあり、これ

からも続いてほしいものです。 

(聴覚障がいピアカウンセラー 伊藤 2008～) 
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視覚障がい者対象 お出かけサロン ① 

 

 

〜阪神淡路大震災から２０年〜 

「震災の語り部」の話を聞いて、実存の野島断層を触って 

当時を振り返り、将来起こりうる大震災に備えましょう！ 

（貸切バスで行きます） 

★日 時：１０月２９日（木）９時３０分〜１７時（予定） 

★定 員：２５名（視覚障がい者・付添い） 

★費 用：入館料 大人７００円 （障がい/付添い ３５０円） 

     昼食代実費  

★申込締切：１０月２２日（木）      （視覚障がいピアカウンセラー 大西） 

 

聴覚障がい者サロン 外出企画 ② 

（予定） 

人と防災未来センターは阪神・淡路大震災の経験と教訓を学び、 

災害に備えましょう。神戸空港では飛行機の発着を見学します。 

（貸切バスで行きます） 

★日 時：１１月４日（水）９時００分〜１６時２０分（予定） 

★定 員：２５名（聴覚障がい者、手話関係者） 

★費 用：入館料 大人６００円 （障がい/付添い ３００円） 

     昼食代実費  

★申込締切：１０月２１日（水）       （聴覚障がいピアカウンセラー 伊藤） 

①と②の問合せ先：まつばらピアセンター  

 

  

パラリンピック種目でもあるボッチャ大会に出場しませんか。 

障がいのある人もない人もあらゆる世代の方が、ボッチャを通じて楽し

く交流できます。 

★日 時：１２月５日（土） １３時００分～１６時００分  

★場 所：松原市民体育館                    

★受付期間：平成２７年１１月１日（日）～２０日（金） 

★問合先：松原市障害福祉課 TEL072-334-1550、FAX072-334-8812 

※来庁での受付、問い合わせは平日９時～１７時３０分まで可能。（土日祝は不可） 

（肢体障がいピアカウンセラー 根木） 
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↓相談内容・日時 ※相談は無料。自宅へ訪問もします。プライバシー・秘密は守ります。 

まずは、電話・ＦＡＸなどでご連絡ください。祝日・１２/２９～１/３は休み 

福祉相談 

社会福祉の相談員が生

活全般に関する相談を

お聴きします。 

担当 中西 

mp-daihyo@ac.auone-net.jp 

月～金曜日 

９：００～１７：３０ 

ピア・カウンセリング 

障がいのあるピアカウ

ンセラー(相談員)が、み

なさんの思い・悩み・や

りたいことなどを、仲間

としてお聴きします。 

聴覚障がい担当 ﾋﾟｱｶｳﾝｾﾗｰ伊藤 

mp-chokakupeer@ac.auone-net.jp 

手話通訳者 細井 

月 １０：００～１７：００ 

水 １０：００～１７：００ 

視覚障がい担当 ﾋﾟｱｶｳﾝｾﾗｰ大西 

mp-shikakupeer@ac.auone-net.jp 

火 １０：００～１６：００ 

木 １０：００～１６：００ 

肢体障がい担当 ﾋﾟｱｶｳﾝｾﾗｰ根木 

mp-shitaipeer@ac.auone-net.jp 

火 １３：００～１７：００ 

金 １０：００～１６：００ 

 

連絡先：ＴＥＬ ０７２‐３３７‐７３３３  ＦＡＸ ０７２‐３３５‐１２９４  

「マッピー通信」の点字版・デイジー版をご希望の方は、まつばらピアセンターまでご連絡ください。 

 

 

 

<マッピーの声> 

 みなさんもご存知のとおり、2020東京オ

リンピック・パラリンピックが開催されます。 

 パラリンピックという名称が最初に使われ

たのは、1964年の東京オリンピック・パラ

リンピックでした。パラリンピックが同じ都

市で開催されるのも東京が初です。パラリン

ピック開催をきっかけに障がい者理解が広ま

ることも大いに期待されています。 

5年後に開催されるパラリンピックをみな

さんで応援しましょう。  

 

 

 

 

肢体障がいピアカウンセラー根木 

※たくさんの人に知ってほしい！協力してほしい！など、読者のみなさんからの投稿もお待ちしています。 

（営利目的、宗教、政党活動に関するものについては掲載できません。また、紙面の都合上掲載できない場合があります。） 

 

★まつばらピアセンターについて★ 

松原市にお住まいの、障がいのある方とその家族の身近な相談窓口です。 

支 援 内 容   ①ホームヘルパーやデイサービス、ショートステイなどの利用援助 

        ②社会資源を活用するための支援 ③社会生活力を高めるための支援 

       ④ピア・カウンセリング      ⑤権利の擁護のために必要な援助 

⑥専門機関の紹介  みなさんが地域で自分らしく生活できるようお手伝いします！ 

 

 

支 援 内 容   ①ホームヘルパーやデイサービス、ショートステイなどの利用援助 

        ②社会資源を活用するための支援 ③社会生活力を高めるための支援 

       ④ピア・カウンセリング      ⑤権利の擁護のために必要な援助 

⑥専門機関の紹介  みなさんが地域で自分らしく生活できるようお手

伝いします！ 
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